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8 月 26 日から 2 泊 3 日、歴史学科の学科旅行が

おこなわれました。これは毎年 3 回生の有志が企

画し、学生と教員が参加するもので、今年の行き

先は北陸地方の福井・石川・富山の 3 県でした。 

 1 日目は福井県の永平寺、一乗谷朝倉氏遺跡と

石川県の白山比咩神社を見学しました。 

 

 2 日目は金沢市役所職員の方に市街地における

文化的景観の保護の取組みについてお話を伺った

あと、各々で金沢市内を自由見学しました。その

後は、石川護国神社、富山県の高岡大仏を見学し

ました。 

 今年は米騒動から 100 年という節目の年にあた

ることから、3 日目は学芸員の方に当時のことを

教えて頂きつつ騒動発生の地・滑川市の街を歩き

（『北日本新聞』の記事になりました）、滑川市立

博物館で特別展を見学しました。 

 今年の学科旅行は、先生や企画学生の他にも、 

先生方が紹介して下さった専門家の方々に随所で

解説をして頂いたので、歴史学科だからこそ実現

できるディープな内容となりました。また、今回

の学科旅行に参加した 2 回生の鈴木更紗さんは

「先生方や交流がなかった他の回生の人たちとも

仲を深めることができました」と話していました。 

            （池田野々花） 

 

  

11 月 17 日から 12 月 9 日の間、京都府立京都

学・歴彩館で「京都府立京都学・歴彩館 展覧会 

府大生∞歴彩館 コラボで探る京都学－京都府立

大学の学生・大学院生が企画した歴彩館所蔵古典

籍・資料展－」が開かれました。歴史学科は藤本仁

文先生が担当された授業「日本文化史研究Ⅰ」の

なかで、3 回生 23 名が 6 つの班に分かれ、京都の

歴史・文化に関わる展示をおこないました。 

また、学生による展示解説も期間中に 2 度実施

され、11 月 29 日の回には府民の方が 58 名も参加

しました。授業を受け展示を企画した北波正宏く

んは、「学部生としては貴重な、主体的に展示を作

るという体験ができました。」と語ってくれました。 

       （伊藤美梨子）

学科旅行！ 
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歴彩館で展示をおこないました 

↑白山比咩神社で川瀬貴也先生の解説を聞く学生 

↑学生による展示解説の様子 

☆デザイン研修 Twitter 始めました！ 日常のこと、お知らせなどたくさん発信します！ 

 フォローお待ちしています！ アカウント→＠designkenshu 



 

 

9月 15日、菱田哲郎先生・井上直樹先生・諫早

直人先生と学生とが力を合わせての発掘が始まり

ました。場所は兵庫県神崎郡神河町、井上先生の

生まれ故郷です。秋の冷え込みを感じる 9 月末ま

で約 2週間続けられました。 

発掘はどのように進めていくのでしょうか？筆

者も参加してみました。 

発掘手順としてはまず調査範囲を設定したのち、

土を上から順番に掘っていきます。土を削ったり

掘った土を運んだりするために様々な道具を使い

ます。力仕事もある一方で、図面を描くなどの繊

細さも必要とされます。 

そもそも遺構（人間の活動痕跡）であるとどう

やって見分けるのでしょうか。実は、土をよく観

察すると色や質感に違いがあります。これが遺構

を見つけるカギになるのです。今回の調査では、

基壇（建物の基礎）、柱の位置を示すとみられる穴

が見つかり、近隣の福本遺跡で焼かれたとみられ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る瓦も出土しました。出土した瓦の文様などから、

飛鳥時代につくられた古代寺院の跡と推定され、

堂屋敷廃寺と名づけられました。 

発掘した遺構は保存のため埋め戻してしまうの

で、その前に発掘の成果を伝える現地説明会が開

かれます。当日はあいにくの雨でしたが、地元の

方も多く参加いただきました。VRで再現された古

代寺院は、特に地元の方に盛況でした。 

発掘に参加したのは初めてでしたが、本当に遺

構がはっきりと見えたときはとても驚きました。

遺跡調査に関わるという貴重な体験ができてよか

ったです。             （小林楓）

京 都 文 化 博 物 館 の 展 示 に 参 加 し ま す ！ 

―考古発掘体験記― 

↑発掘風景 

 

 

今年も京都文化博物館で開催される展示に、横

内裕人先生を中心とした歴史学科の学生、院生有

志が関わりました。今回の展示は「古社寺保存法

の時代」と題し、明治 30 年に成立した古社寺保

存法に焦点を当てた展示です。幕末から近代とい

う激動の時代の中で生まれた日本の文化財保護の

あゆみと、それに対する様々な社会的取組みにつ

いて紹介するものです。  

過去の人々の営みを私たちに伝える文化財は、

数多くの困難を乗り越えて現在まで伝わってきま

した。しかし、文化財を保全し続けるためには膨

大な時間や労力、費用が必要であり、現代におい

ても文化財の保全は困難な状況に置かれることが

あります。 

ても文化財の保全は困難な状況に置かれること

があります。今回の展示は、そのような手間暇の

かかる文化財を誰が、なぜ、どのようにして伝え

るのかという、本質的な課題を見つめ直すことが

できる有意義な展示と言えます。 （正瑞千幸） 

 

《展覧会情報》 

総合展示「古社寺保存法の時代」 

日時：2019 年 1 月 5 日～3 月 3 日  

10 時～19 時半（入場は 19 時まで） 

場所：京都文化博物館二階総合展示室  

詳細は京都文化博物館ウェブサイトへ 

www.bunpaku.or.jp 
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